
世界とともに発展するSAGANグローバル人材育成事業

留 学 計 画
タ イ ト ル 唐津と世界の架け橋になるため

大 学 名 等 佐賀大学 経済学部
学 年

（採用時） ２ 年

採 用 年 度 ２０１７年度
留 学
期 間

6ヶ月間
（2018/3/26～2018/9/21）

留 学 国 フランス共和国
留 学 先
機 関

・Cosmetic Valley
・France Langue

留学について

私の故郷である唐津市では、現在「唐津コスメティック構想」というプロ

ジェクトが進められている。唐津の立地、企業、資産、資産を活用して、唐津を日

本の化粧品産業の一大拠点にしようという構想である。本留学では、私がその「唐

津コスメティック構想」において、本留学で得た知見をもとに、将来はフランス及

びアジア各国から唐津を訪れる事業者と、地元業界・企業との橋渡しの仕事ができ

る人材に成長することを目標とする。

○語学学校 6ヶ月

・少人数方式の授業に参加し、生きたフランス語を学ぶ。

・学校で開かれるワークショップに参加。

○インターンシップ 6ヶ月

・10月に開催されるイベントの情報収集、報告など。

・伝統的な日本文化をプレゼン。

・JAPAN EXPO の視察。

・フランスの化粧品産業についての学習。

事前・事後インターンシップ先機関
株式会社 ブルーム
一般社団法人 ジャパンコスメティックセンター

目的：

活動内容：
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事前・事後インターンシップ

受入機関名
株式会社 ブルーム
一般社団法人 ジャパンコスメティックセンター

期 間
事前： 2017/8/28 ～ 9/8（10日間）

事後： 2020/1/20 ～ 1/30（11日間）

・特許関連の会議に参加

・3D技術を活用したメイクアッププログラムの製品化について調査

・加唐島での商談に同行

・他のインターシップの方と化粧品産業の今後について話し合い

・日常会話程度のフランス語を話す、聞くことができるようになった。

・インターンシップを通して、フランスの化粧品産業について学ぶことができた。

・コスメティックバレーの方々に、日本の伝統文化や産業について紹介し、それ

らを展示会等で生かすことができた。

・日仏交流の懇親会等に参加し、フランスの生きた文化や経済に触れることがで

き、また現地の方々に日本について伝えることができた。

・帰国から日が浅いためまだ留学の成果を十分に活かしきれているとはいえない

が、今後の学習、就職活動などを通して、今回の留学で得たものをアウトプッ

トしていきたいと考えている。

私は留学はおろか、海外に行くのもほとんど初めてだったため、留学前は不安で

いっぱいでした。渡航後も、言葉や文化の違いなどで大変なことはたくさんありま

したが、それ以上に留学生活は、新しい発見や貴重な体験であふれていて、とても

充実したものでした。

留学に行くべきか迷っている方々、充実した留学生活を送れるか否かはあなた次

第です。まずは説明会などに参加してみて、自分がどのような留学生活を送りたい

か、イメージをつかむ事からはじめてみてはどうでしょうか。

支援企業の皆様のおかげで、フランス留学に行くことができました。今後は留学

で得た知見を生かし、佐賀県の発展のためより一層努力し、御恩に報いることがで

きるよう頑張りたいと思っています。

ゆくゆくは私が皆様と同じように、留学に行きたい学生に支援をできるような立

場につくことを目標に、これからも勉学に励む所存です。

成果：

伝えたい事：後輩たちへ

伝えたい事：支援企業の皆様へ

内容：
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